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＜連絡事項＞

· 本日、行事「弥生カップ」開催予定。

· 本日、中居JGM研修参加の為勤務変更。

（中居JGM　B勤→D勤　　兵藤　D勤→B勤）

· 4/1入社式が14：00～あり。勤務調整して可能な人数を参加させる事。

· 4/1の午前中に4班に分かれて施設見学あり、対応は下館SGMが行う。

· 現場での手洗いと嗽を徹底する事。タオルやハンカチの使用は控え、清潔なものではない事を周知する事。

· 東病棟のオートドア破損している為、いつも使っている場所の危険箇所を理解して業務にあたる事。

· 本日10：00から高橋登様のケア会議実施。

· 3/30、13：30～救急対応の勉強会をカンファレンス内にて実施予定。市島JGMが講師として来所

予定。

＜外来患者様情報＞

· 大久保　律子様～気持ちは実家に長期間滞在した事で落ち着いたとの事。自宅でのだんな様の様子

も変わり、雰囲気が変わったので平気と話す。口渇訴えており、ユーパンによるものではないかと相談あるが、風邪の為内科薬も服用しているとのことで、風邪薬が原因であることを伝えている。

· 村田　昭一　様～3/13採血実施しているが、肝機能の異常値あり。八戸赤十字病院も受診して

おり、次回6月受診予定との事。

· 沢田　三朗　様～体調は良く、自分なりのペースで生活する事ができているとの事。

· 横町　浩　　様～左手にカットバンを沢山使用しており、あかぎれを訴える。ハンドクリームを

使用しているが、改善しないとの事。時折頭がボーっとする事があると報告。又、散歩もしているとの事。

· 関　　秀治　様～土曜日に町の本屋へ出かけた際、貧血のような状態になったと報告あり。小・中

学生の時に貧血により倒れた事があると話す。しばらく様子を見てみるよう説明している。

· 島浦　美千男様～青風荘でボーリングへ行き、スコアは良くなかったが楽しかったと報告している。

· 田名部　一樹様～お父様が糖尿病と診断を受けたとの事で、自分も遺伝するのではないかと不安が

あると訴える。体重のコントロールと食事のカロリーを守る事で防げる事を説明している。

· 関口　禅　　様～特に変わりないとの事。

· 久保　興介　様～八戸赤十字病院へ行き、胃カメラとエコーを実施してきた事を報告し、結果待ち

であると話す。吐気は続きているが、気分的には安定しているとの事。コントミンの増量希望あり、3錠→6錠へと増薬になっている。

＜利用者様情報＞

· 高橋　登　　様～3/31、10：00からデイケア見学予定。今後はデイケア利用予定として検討。

現在青明舎利用中だが、徐々に利用時間が短くなって来ている。本人の中で生活リズムが確立しており、少しでもリズムに変化があると体調不良へと繋がる。説明に対しては理解する事ができる為、徐々にデイケアで過ごす時間を拡大出来るように促していく。本人からは、「人の中に居たくない」との発言聞かれている。

· 岩織　由美子様～来所しているが、入浴後青山荘に帰荘している。不定期で来所する事や、昼食後

すぐ帰ろうとする事あり、定時まで過ごせるよう説明。説明に、外泊の準備や青山荘スタッフから帰るよう言われたと理由を話し帰ろうとしている。

　　　　　　　　⇒説明にデイケアで過ごす事ができている為、在所時間を延ばしていけるよう

関わりを持っていく。

· 北嶋　剛　　様～昨日からお父様の調子が悪く、SpO2が60台まで低下したとの事。市民病院

受診したが、緊急性はないとの事で自宅療養を継続するよう説明を受けたとの事。睡眠が以前不安定であったが、内服調整後は入眠後長時間睡眠を取れるようになったが、お父様の様子が心配で内服を躊躇する事もあると話されている。

食事は問題なく摂取出来ているとの事。

· 種本　サハ　様～富田様が毎日通所となってから、顔を合わせる機会が増え、不調を訴える事が

増えている。本人から「今日は頑張ってみる」と、プログラム参加しているが、

参加後に体調不良を訴え静養室使用して休んでいる。

⇒直接二人が交流を持つ機会はない為、今後も様子観察をしていく。

· 富田　紀子　様～デイケア利用を週5日としてから、全くプログラム参加することはなく、個室に

篭って手芸を行っている。ミーティングなどの集団の場面には参加するよう説明していたが、参加することはない。

⇒運動やミーティングには参加するよう繰り返し説明していく。

· 大久保　康弘様～繁名様と付き合っていると話しており、「一人でいるのは寂しいから」と話して

いる。

⇒現実の事であるのか確認を行う。病状変化による物であるのか見極め、現実で

なければ関係機関へ情報提供し、トラブルとならないよう見守りを行う。

同時に、金銭の使用状況についても確認を行う。

· 高島　吉太郎様～入浴時にシャンプー1ポンプで頭部と顔面、頸部を洗っており、泡立ちが足りず

充分に洗えていない状態。頭皮の痒みを訴える事あり。石鹸の使用について説明しているが、拒否している。

⇒プログラムを通して、洗身方法について実施。

　シャンプーや石鹸の使用について、その都度説明していく。

· 五日市　公　様～入浴中、浴槽に入り閉眼してしまう事あり。声かけにはすぐに反応しており、

「眠っていない」と話している。又、足の爪が1cmほど伸びており、「誰も切っ

てくれない」と話す事あり。最近被害的な発言が多く聞かれるようになってきている。

⇒本人の訴えに対しては、傾聴する姿勢を持って接する。

　入浴時には、スタッフ付き添いとし、浴槽内で閉眼する事がみられた際には、

随時声かけを行っていく。

爪きりについては、自分では出来ないと話す為、スタッフへ話をするよう説明。

入浴時には観察をしていく。又、関係機関へ情報提供していく。

＜弥生カップ＞

· デイナイトケアメンバーの中には、階段歩行や立位保持が困難な方もおり、見守りだけではなく

介助を必要とする方もいる。

⇒歩行不安定な方に対しては、移動時の見守りだけではなく、エレベーターを使用するなど検討

していく。また、実施中は様子を見ながら椅子の使用を促している。






















